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アジアにはすでに、ASEAN域内の大学連合プログラム（ASEAN University Network: 




連携推進事業「キャンパス・アジア（Collective Action for Mobility Program of University 
Students: CAMPUS Asia）」構想である。同構想は、2009年10月の第２回日中韓サミットに
おいて、鳩山由紀夫前首相（当時）より、大学間での単位互換や交流プログラムの推進の
ための有識者会議の設置、ならびに大学間交流強化のための国際シンポジウムの開催が提
案され、それを受けて、2010年４月に開催された第１回日中韓大学間交流・連携推進会議
において「キャンパス・アジア」構想とすることが決まった。また2010年５月の第３回日
中韓サミットでは、ASEAN等への拡張を視野に入れた同構想の早期実現について意見の
一致をみており、2010年８月には、大学間交流ワーキンググループ、質保証ワーキンググ
ループ、質保証機関協議会が開催された。「キャンパス・アジア」の趣旨は、「学生・教員
の移動の活発化、経済活動の一体化が進展する中、地域全体を視野に入れた人材育成を実
行するためことが不可欠」という考えにたち、日中韓三カ国の間で、東アジアの高等教育
の発展のため、各国の質保証システムを国際通用性や国際展開の観点から整理するととも
に、交流を推進することの必要性をふまえて提案されたものである14。
「キャンパス・アジア」は、もともとはヨーロッパで展開されている学生・研究者交流
のプロジェクト「エラスムス・ムンドゥス（Erasmus Mundus）」の影響をうけており、複
数の大学の学位を同時に取得できるダブルディグリーやジョイントディグリーの導入や、
将来的にはアジア以外の学生も組み入れた多様な文化の学びの場を構築することで、大学
を国際化することが期待されている15。
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16 杉村美紀（2009）「マレーシアにおける高等教育の国際化と教育の質保証」『上智大学教育学科論集』
第43号、53–66頁。
この「キャンパス・アジア」構想を実施するうえで重要となるのは、連携プログラムに
おいてどのような人材を育てたいのかというビジョンであり、それに基づいてプログラム
の質をどのように保証していくかということである。大学間連携プログラムが含まれる高
等教育におけるトランスナショナル・プログラムは、今日のアジアにおける高等教育の変
容の過程で重視されるようになったものである。こうした大学間や地域間連携には、国際
教育市場における国家間の効率性と競争を重視したものである場合と、そうではなく、高
等教育の新たなあり方を模索するモデルとして各高等教育機関が個別に連携を結ぶものが
ある。また実際に、連携プログラムを実践する場においては、それが複数の高等教育機関
の教育・研究体制を基盤として行われるなかで、必ずしも学位取得だけを目指すものばか
りではなく、グローバル・イシューや当該地域の問題に特化した取り組みなど、問題解決
型のプログラムも多く含まれており、アジアの共通基盤形成につながるプログラムが展開
されている。そこでは、旧来のバイラテラルな二者間の交流と比べ、より複眼的な思考や
考え方をもった人材が育つことが期待されよう。
（４）国際連携と国家のオートノミーの課題
「キャンパス・アジア」構想を実現するためには、留学生移動が活発化するなかで、実
際の主役である「留学生」を域内の共同プログラムによってどのような人材としてとらえ、
それをどのように育てるかというビジョンが必要である。特に「キャンパス・アジア」で
は、将来的にはアジア以外の学生も含め、「地域全体を視野にいれた人材育成」が期待さ
れている。そこで目指される「グローバル人材」とは何かという点は、本プロジェクトの
枠組みを決めるうえでも大変重要なものであると考える。
しかしながら、そのためには、各国のもつ政策の色合いや留学生政策に対する意図の違い、
ならびに留学生個々人がもつ文化的背景や価値観が異なるなか、大学間連携によって育て
るべき地域の人材像と問題意識を共有しておくことが求められる。それらは、トランスナ
ショナルなプログラム連携を図るうえで必要な出入国管理制度や実施言語、単位認定とカ
リキュラム調整、質保証、プログラムの運営と人的基盤といった課題ともかかわる。これ
らの課題はいずれも、トランスナショナル・プログラムへの参加国・地域および参加教育
機関のオートノミーと深く関係している。特に、国際競争力を高めるための国際化の取り
組みが、各国や機関本来の体制やシステムに影響を与えることになった場合の問題は複雑
である。　
たとえば、トランスナショナル・プログラムに伴う教授用語としての英語の導入が、そ
の国や地域・参加教育機関の言語政策や教育プログラムならびに国家課題である国民統合
問題にどのような影響を与えるかといったことはその一例であろう（杉村2009：62–64）16。
「キャンパス・アジア」構想においても、プログラムをどの言語で行うかという問題は、
大きな焦点となっている。プログラムを早急に実施するためには、英語によるプログラム
の実施が鍵になるといわれるが、他方、日本語、中国語、韓国語というそれぞれの国の言
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17 ムン・ウシク、伊藤元重「キャンパス・アジア：日中韓の学生交流が新時代の人材を育てる」（前掲
資料）に掲載の対談による。
18 注17と同じ。
19 平野健一郎（2006）「国際移動時代のナショナリズムと文化」『インターカルチュラル』第４号、日
本国際文化学会年報、2–22頁。
20 「東アジア高等教育質保証国際シンポジウム議長声明」2011年９月30日。
語で実施されるプログラムをどのように位置づけるかも重要な課題であるといわれる。実
際、ヨーロッパの「エラスムス・ムンドゥス」では、４〜５カ国語を話す学生も多く、さ
まざまな言語を勉強できることも、こうしたプログラムの付加価値であるというとらえ方
もある17。その際、日中韓三カ国それぞれの国際教育政策がどのように絡み合うのかとい
う点が、プロジェクトを行ううえでの要点となると考えられる。特にアジアの場合は、各
国の教育省がそれぞれの国の履修規定や学事規定を厳格に規制している。たとえば、韓国
の教育科学技術部は、履修単位の80〜90％は韓国で取得しなければならないという規定を
定めており、そのことは、キャンパス・アジアで目指されるようなダブルディグリー・プ
ログラムの実施を不可能にしてしまうからである18。
平野健一郎（2006）19は、こうした国際移動に伴うナショナリズムの問題の重要性を指
摘している。平野によれば、ナショナリズムには「①国境を越えて『出ていく』人々のナ
ショナリズム、②国境を越えて『入ってくる』人々のナショナリズム、そして③国境のな
かに留まる人々のナショナリズム」があり、ヒト、情報、モノ、カネが通過して国境に無
数に穴のあいた状態になる「国境の多孔化（porous borders）」が、「ヒトの国際移動を増大
させ、増大する人の国際移動が国境をさらに多孔化させる、という相互亢進関係にある」
と論じている。そして、「多孔化」によって、「相互理解と友好」が生まれる可能性がある
一方、「相互反発と排斥、敵対の関係を結果する危険性」もあり、「その微妙なバランスの
上に、今、人々の間に新しいナショナリズム感覚が生まれつつあるように思われる」という。
この論点は、今日の留学生移動が、国家が定めた計画やルートだけではなく、個人の意
志によって選び取られていることをふまえると一層複雑である。留学生の移動先が一つに
定まらず、留学生が複数の社会に跨って文化接触を経験することになる場合、「国境の多
孔化」による「現代ナショナリズム」も、それ自体が場所と時間を経ながら、接触する地
域との関係性のなかで変容していくことになるからである。現代における留学生移動は、
一方で新たな人の流れを生み出しながら、他方で「現代ナショナリズム」を新たに生じさ
せ、不安定要因を増やすことにもつながりかねない。
この意味で、2011年９月に行われた「東アジア高等教育質保証国際シンポジウム」に
おいて、議長声明の中で、「大学間交流を活性化し、個別の交流プログラムを進める上で、
各国の大学で学位、単位等に関する制度について、各国の歴史・文化の多様性を尊重しつ
つ、情報の可視化を進め、共通認識の醸成を図ることが重要である」と指摘されたことは、
大きな意義をもつものといえる20。
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まとめ　「グローバル人材」の育成と国際文化交流の今日的課題
留学生移動が生む多文化化とそこで生じる「新たなナショナリズム」の問題は、留学生
交流という国際文化交流が持つ今日的課題を提示している。すなわち人の国際移動が多様
化した今日、国際文化交流が持つ意義は、単に交流の機会を増やせば相互理解や協力が深
まるというだけではなく、交流が行われる国や地域の持つ社会の特性や文化状況、またそ
の時々の政治・経済状況を反映して、どのような文脈のなかで交流が行われるかという視
点が、従来以上に重視されるべきである。
その際に留意すべきことは、考慮されるべき文脈が複数あるということであろう。従来
の留学生移動のように、送り出し国と受け入れ国という二地点の関係でとらえられる場合
には、少なくともその二地点相互の文脈を考えることが必要であった。しかしながら、今
日のように、従来にはなかった南側諸国間の移動や、トランジット型移動のように三地点
以上を経由する留学生移動が登場してくると、そこで考慮される変数も二地点のものでは
不十分である。今後、「キャンパス・アジア」構想など、アジア域内の大学間交流・連携
プログラムが具体的なかたちで展開されるにあたり、そこで育成される人材は、特定の国
家にとっての人材という狭い意味にとどまらない、まさに「グローバル人材」である。国
境を越えた人や文化の移動が加速的に進む今日、そうした人材観はいずれの国家にとって
も重要であり、かつ追求されるべき課題であるが、同時に、そうした「国際人材」の育成
を深めるためには、国際文化交流が引き起こす社会文化変容とそれへの対応を視野に入れ
ることが必要不可欠であると考える。
